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令和６年度１２月補正予算（案）について

一般会計総額 176,880 千円

～主な事業～

Ⅰ 子育て・教育環境の充実 【54,086 千円】

（１）待機児童解消に向けた学童保育所整備 〔18,786 千円〕

手鎌学童保育所の定員拡大のため、学童保育所の建て替えを行うにあたり、造成工事

を行う

・造成工事費 18,786 千円

R6：地盤調査、基本・実施設計、造成工事

R7：建設工事、既存建物解体

（２）夏休み小学生預かり事業の拡充 〔債務負担行為：（R7）5,940 千円〕

夏休み期間に実施している小学生の預かり事業について、実施施設を増やし受け入れ

可能児童数の拡大を図る

・実施施設 令和７年度４施設（令和６年度３施設）

（３）小学校特別教室への空調設備設置 〔33,700 千円〕

小学校の特別教室に空調設備を設置するにあたり、銀水小学校の受変電設備の増設工

事を行うとともに、物価高騰に伴う工事費の増額補正を行う

・受変電設備増設工事（銀水小学校） 25,100 千円

・物価高騰分（みなと小学校外 9校） 8,600 千円

（４）ほしぞら分校の教室整備 〔1,600 千円〕

宅峰中学校ほしぞら分校が令和７年度から３学年となるため、教室を改装し新設する

・教室改装工事 800 千円、廊下照明増設・手すり設置工事等 800 千円

Ⅱ 災害に強いまちづくり 【23,100 千円】

（１）井堰改修工事の実施〔16,100 千円〕

地域の防災減災を図るため、坂井手堰の予備電源、水位計等の改修を行う

・工期…令和７年１月～５月

（２）雨水貯留浸透施設整備のための測量調査実施〔7,000 千円〕

排水対策基本計画に基づき、貯留候補施設である東谷ため池の測量調査を行い、整備

方針の検討を行う

・測量調査 7,000 千円
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Ⅲ ＤＸ推進に向けた取組 【18,671 千円】

（１）地域活性化起業人の活用による行政ＤＸの推進〔1,268 千円〕
きぎょうじん

地域活性化起業人制度※1を活用して民間企業から派遣を受けたデジタル人材の知見を

活かし、行政手続のオンライン化による市民の利便性向上及び業務効率化を図るなど、

行政ＤＸを重点的に進める

・想定する内容：ＡＩ、ＲＰＡ※2などのデジタル技術の導入及び活用支援など

※１地域活性化起業人制度…地方公共団体が、三大都市圏に所在する企業等の社員を一定

期間受け入れ、そのノウハウや知見を活かしながら地域独自の魅力や価値の向上等に

つながる業務に従事してもらい、地域活性化を図る総務省の取組

※２ＲＰＡ（Robotic Process Automation）…ソフトウエアを利用し、パソコン上でルー

チンワークを自動実行する技術

（２）スマート農業機械の導入により経営改善に取り組む農家への支援（17,403 千円）

農業版ＤＸにより、省力化や収量向上などの経営改善に取り組む農家を支援するため、

スマート農業機械導入に係る費用を補助する

・対象…県の補助事業に採択された農業者

・補助率…県３分の１、市６分の１

・対象機械…汎用コンバイン、自脱型コンバイン、田植機（直進アシスト付き）

Ⅳ 地域認知症ケアコミュニティ推進事業の取組

【介護保険特別会計：2,000 千円】

（１）認知症当事者・家族の声を聴く機会の拡充及び認知症の理解啓発 〔2,000 千円〕

認知症当事者参加型の理解啓発イベントを行うほか、認知症当事者及びその家族や支

援者にヒアリングを行い、認知症当事者及びその家族の生活に係る困りごとや必要な支

援を把握し、認知症バリアフリーについて具体的な施策化の検討を行う

・「（仮称）認知症本人とともに生きるセミナー」開催

令和７年２月２２日 大牟田文化会館小ホール

Ⅴ その他 【81,023 千円】

※財源は、国庫支出金、県支出金、市債、寄付金、基金繰入金等で措置する


